
 旭川医科大学大学院医学系研究科博士課程研究進捗レビュー実施要項  

 

（令和8年10月28日大学院委員会委員長裁定） 

 

（趣旨） 

第1条 この要項は、博士課程に在籍する学生の研究進捗状況及び修了見込みを把握し、研

究上の課題の早期発見及び必要な支援を行うことにより、博士論文の質の向上及び円滑な

学位授与を促進することを目的として、博士課程研究進捗レビューの実施に関し必要な事

項を定める。 

（定義） 

第2条 この要項において「博士課程研究進捗レビュー」（以下「中間レビュー」という。）

とは、博士課程学生の研究進捗状況及び学位論文作成の見通しを確認するとともに、研究

上の課題を把握し、必要な支援につなげるために実施する取組をいう。 

（対象者） 

第3条 中間レビューの対象者（以下「対象学生」という。）は、博士課程3年次の学生と

する。ただし、長期履修学生については、5年履修の者は在学4年目の者とし、6年履修の

者は在学5年目の者とする。 

2 休学により中間レビューを受けることができなかった者は、復学後に受けるものとする。 

3 大学院学則第15条第3項ただし書に規定する優れた研究業績を上げた者に係る在学期間

の短縮による課程の修了を希望する者は博士課程2年次に受けることができる。 

（提出書類） 

第4条 対象学生は、別に定める期限までに、博士課程研究進捗レビュー票（別紙様式）に

必要事項を記入し、指導教員の所見が付された当該レビュー票を大学院博士課程小委員会

（以下「小委員会」という。）に提出しなければならない。 

（レビューの実施） 

第5条 中間レビューは、小委員会が提出書類に基づき実施する。 

2 中間レビューにおいては、次の事項について確認するものとする。 

(1) 研究計画の進捗状況 

(2) 研究成果の状況 

(3) 学位論文作成に向けた見通し 

(4) 研究上の課題及び支援の必要性 

(5) その他小委員会が必要と認める事項 

3 小委員会は、必要があると認める場合は、対象学生又は指導教員に対して追加資料の提

出、面談その他必要な方法により状況を確認することができる。 

（レビュー結果の区分） 

第6条 小委員会は、中間レビューの結果を次の各号に掲げる区分により整理する。 

(1) 順調 研究が概ね計画どおり進捗しており、標準修業年限内での修了が見込まれる

もの。 

(2) 概ね順調 一部に課題又は軽微な遅れが認められるが、通常の研究指導により標準

修業年限内での修了が見込まれるもの。 

(3) 要支援 研究進捗の遅れ又は研究遂行上の課題が認められ、修了に向けて追加的な

助言又は組織的支援を要するもの。 

（レビュー結果に基づく支援） 



第7条 小委員会は、中間レビューの結果に基づき、研究の円滑な遂行及び学位取得に向け

て、必要に応じて対象学生又は指導教員に対し助言、面談、改善計画書の提出要請その他

必要な支援を行うことができる。 

2 小委員会は、必要に応じて追加のレビューその他のフォローアップを実施することがで

きる。 

（通知） 

第8条 小委員会は、中間レビューの結果及び支援内容を対象学生及び指導教員に通知する

ものとする。 

（雑則） 

第9条 この要項に定めるもののほか、必要な事項については、大学院委員会が定めるもの

とする。 

附 則 

1 この要項は、令和8年10月28日から施行する。 

2 この要項は、令和5年度以降の入学者について適用する。 

3 旭川医科大学大学院医学系研究科博士論文予備審査実施要項（令和5年3月15日大学院委

員会決定）に基づき、博士論文予備審査を受けた者については、第3条の規定にかかわら

ず、中間レビューの対象としない。 

 

【制定理由】 

博士課程学生の研究進捗状況及び修了見込みを早期に把握し、研究上の課題の早期発見

及び必要な支援につなげるため、博士課程研究進捗レビューの実施に関し必要な事項を定

めるものである。 



別紙様式

１．学生記入欄 令和　　年　　月　　日

２．指導教員記入欄

　　 　　 未着手  

　　　　　発表済み 発表予定がある   　　  未発表

　　　　　採択済み

所見
（研究遂行上の課題や
博士課程小委員会に相
談したい事があれば記

載してください）

　　　　　　現時点で見通しが立たない

学会発表
（本課題研究内容のもの）

指導教員名 記入年月日 年　　　月　　　日

　　　　　査読中    　　 投稿中
論文の状況

　　　  　投稿準備中

※現在の研究上の課題について記載してください。

博士課程小委員会へ
の要望等（任意）

※研究の推進又は学位論文作成に当たり、支援を希望する事項があれば記載してください。

　　　　　　来年度内に学位論文提出可能
修了見込み

研究上の課題

　　　　　　来年度内に修了見込み

　　　　　　１年程度延長の可能性あり

学　年 長期履修何年目
（※長期履修学生のみ記入）

コース・領域

研究課題

研究概要

研究進捗状況

研究成果

※これまでの具体的な成果について記載してください。

達成率50～79%     　　達成率50%未満達成率80%以上

博士課程研究進捗レビュー票

学生証番号 学生氏名


